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１ はじめに 

   本校は「自ら学び 心豊かでたくましく 

ともに生きる生徒の育成」を教育目標と

し、学習指導面では「意欲づくりによる学

力の向上」に重点を置いている。 
生徒は落ち着いて学習しているが、読

解、判断、表現がやや苦手で、学習に対す

る個人差が大きい。しかし、メディアを使

った授業にはどの生徒も興味を持ち、意欲

的に取り組もうとする。本研究大会の発表

校として、メディアを活用した「分かる授

業」を展開していくことは、このような本

校生徒の実態を改善するために大変有効

だと思われる。 
この研究の積み重ねが、「確かな学力」

の向上や、進展する高度情報通信社会に主

体的に対応できる生徒の育成につながっ

ていくと考え、本主題を設定した。 
 
２ 研究の概要 

（１）研究仮説 

  
 
 
 
 
 

 
（２）研究組織と内容 
  （構造図） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ① メディア教育部会 

・ 計画の立案、 

・ 研修内容の検討 

・ 香中研との連携       など 

② 教科部会 

・ メディア活用が有効な単元の拾い出し 

・ 各領域における「つけたい力」の分析 

・ 指導過程・評価方法の検討 

③ 教科グループ部会（２～３教科合同） 

授業研究時の相互補助 

 

（３）研修（メディア活用・授業改善･検証） 

  ①  学習コンテンツの紹介・選択 

・ パワーポイントなどのソフトウェアを

使っての教材作り（職員間での実践発表

や教え合い、外部講師による指導） 

・ 活用効果の高い市販ソフトウェアや 

メディア教材についての情報交換 

  ② 機器操作技術の研修 

 

 

 

 

 

 

  

③ 各教員の研究実践の発表及び意見交

換 

 

 

 

 

 

    

     

 

  

 

  

 

三豊市立豊中中学校の取り組み 

研究主題   －さまざまなメディアを活用し、主体的に学習する生徒の育成― 

「どのメディアを」「指導のどの過程

で」「どのように活用するか」を考えた

授業実践を継続すれば、メディア活用の

ねらいが達成され、生徒の知的好奇心が

高まり、より主体的な学習活動が展開さ

れるであろう。 



（４）メディア活用のねらい（公開授業教科） 

理 

 

 

科 

写真やビデオカメラなどのメディアを活

用する。空気中の水蒸気が凝結して露にな

る現象を演示したり、モデル化したものを

提示する。それにより、実験の目的や方法

をしっかりと理解させ、積極的に実験に取

り組ませる。集計ソフトの活用により、各

班のコンピュータから教師用コンピュータ

に実験結果を転送し、集計表を提示する。

スクリーンの代用としてホワイトボードを

用い、提示画面への書き込みや比較検討に

使う。 

美 

 

 

術 

～ゴッホが「ひまわり」を通して描きた

かったものとは何だろう～ 

ゴッホの作品・生い立ち・歴史的背景を

入れた教師自作のプレゼンテーションデジ

タル資料を見ながら、各自がゴッホについ

て調べ、考え、まとめていく学習を行う。

本資料を用いて、ゴッホの心情や生き方に

着目させる。文化遺産としての美術的価値

に気付かせ、美術を愛好する態度を養う方

法の一つとして、コンピュータによる鑑賞

授業を提案する。 

保 

 

 

体 

～メディアを活用し、「わかる」と「でき

る」をつなぐマット運動の授業のあり方～  

各班デジカメを使用し、技のでき具合や

動きを動画で撮影する。それをＰＣに映し

出し、技術的な課題や上手くいくための解

決策に気付かせたい。またＰＣで模範の動

画やアニメーションを映し出し、「分かる」

ためのヒントや「できる」ようになるため

の手がかりを見つけたり、仲間との関わり

を深め意見交換をしたりできるようなメデ

ィアの活用方法を提案する。 

英 

 

 

語 

題材として Multi Plus3「わたしの町」

を扱う。第１時は、豊中町を紹介する教師

自作資料（POWER POINT）を見せながら、自

分の町の紹介文を書かせる。第２時では、

テレビ電話ソフトＳＫＹＰＥを使って、ア

メリカに住むＡＬＴの両親に、作った紹介

文を伝えながら簡単なＱ＆Ａを行う。実践

的コミュニケーション能力を高めるための

メディアの有効な使い方を、本授業で提案

する。 

    公開授業のＱＲコード → 

３ おわりに 

（１） 成果 

① メディア活用授業後の生徒の反応 
  （授業への主体的な取り組みと ICT活

用リテラシーの向上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② メディア活用に関わる職員の変化 

    （授業スタイルの変化、指導力の向上） 

メディア授業意識調査（職員）
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授業改善ができた

授業の質が向上した

指導が変わった

効果的に活用できた

 
 

③ メディア活用授業の土台作り 
年間計画への位置付けにより、積極的

なメディア活用ができつつある。職員の

機器操作技術も向上している。 
 

（２） 課題 

① メディア活用に関わる職員研修の継続 
→実践事例の蓄積と指導方法の改善 

② 日常手軽に使えるメディア活用 
ア 授業中のメディア活用を増やすた

めの機器使用環境の改善と校内ＬＡ

Ｎの効果的な活用 
イ 手軽に使えることで、継続しやすい

メディアの取り入れ方の工夫 
  ③ メディア効果の検証（メディア活用の 
  必然性の確認）と成果の蓄積 

授業は楽しかった

メディア活用授業後の意識調査　（生徒）
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メディアが役に立ったと思う

学習に進んで参加できた

学習内容は理解できた

授業は楽しかった


